昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十四ノ二） -中間配当を巡って- by 三枝,一雄
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昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十四ノ二）（三枝）
「逆に停滞期の株価水準が低くなった時期には、一割配当を継続している会社の
利回りが高くなりますので、その意味では株価の差というものは出てくるだろうと
思います。高いレベルのときには響かないということがいえます。」（同速記録 60
～61頁）
また先に配当は株価に影響しないとした大住委員も、株式配当の場合には響く
し、配当落ちと配当付では非常に違うと指摘する。
「株式配当の場合には、相当響きます。配当落ちと配当つきとでは、非常に違う
んですよ。」（同速記録 61頁）
（続）
（明治大学名誉教授）
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